
 

経
営
状
況
が
悪
化
し
、
内
外
か
ら
の

支
援
が
必
要
と
さ
れ
て
い
た
佐
渡
汽
船

㈱
は
、
２
月
７
日
付
で
㈱
み
ち
の
り

ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
か
ら
15
億
円
の
支

援
を
受
け
て
財
務
改
善
を
図
る
こ
と
を

発
表
し
ま
し
た
。 

 

同
社
は
こ
の
ほ
か
に
第
四
北
越
銀
行

か
ら
も
15
億
円
の
出
資
を
受
け
る
と
の

こ
と
で
す
。 

 

こ
れ
ら
の
支
援
に
よ
り
、
今
後
は
㈱

み
ち
の
り
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
の
子
会

社
と
し
て
必
要
な
設
備
や
サ
ー
ビ
ス
を

維
持
し
、
同
社
や
傘
下
の
交
通
・
観
光

事
業
開
始
後
の
相
乗
効
果
で
効
率
的
な

事
業
運
営
を
行
っ
て
い
く
と
し
て
い
ま

す
。 

 

こ
う
し
た
こ
と
を
基
に
、
佐
渡
汽
船

と
し
て
は
、
観
光
客
の
増
加
に
資
す
る

サ
ー
ビ
ス
の
デ
ジ
タ
ル
化
や
佐
渡
島
の

産
品
の
本
土
へ
の
輸
送
、
増
加
す
る
電

子
商
取
引
等
の
対
応
も
含
め
た
本
土
か

ら
佐
渡
島
へ
の
輸
送
な
ど
に
力
を
入
れ

る
と
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
佐
渡
汽

船
と
各
子
会
社
の
一
体
経
営
の
徹
底
、

人
事
制
度
の
刷
新
に
よ
る
意
欲
あ
る
人

材
が
評
価
さ
れ
る
仕
組
み
の
構
築
な
ど

で
、
２
０
２
３
年
以
降
の
営
業
利
益
黒

字
化
、
２
０
２
３
年
12
月
期
で
の
債

務
超
過
解
消
を
図
る
計
画
で
す
。 

 

い
う
ま
で
も
な
く
、
佐
渡
汽
船
の
小

木
直
江
津
航
路
は
、
当
市
に
と
っ
て
も

重
要
な
航
路
で
あ
り
、
そ
の
存
続
は
市

民
全
体
の
願
い
で
す
。
佐
渡
汽
船
の
安

定
し
た
経
営
と
航
路
の
維
持
は
、
市
政

に
と
っ
て
も
重
要
な
政
治
課
題
で
す
。

こ
の
こ
と
を
踏
ま
え
、
上
越
市
は｢

資

金
繰
り
の
安
定
及
び
財
務
体
質
の
改
善

が
な
さ
れ
、
現
行
の
サ
ー
ビ
ス
が
維
持

さ
れ
る
見
通
し
と
な
っ
た｣

と
し
て
、

昨
年
９
月
市
議
会
で
議
決
さ
れ
た
支
援

金
約
２
億
４
千
万
円
に
つ
い
て
、
約
２

億
１
３
０
０
万
円
に
減
額
し
て
支
出
の

手
続
を
進
め
る
と
し
て
い
ま
す
。 

 

２
月
９
日
に
こ
の
件
が
報
告
さ
れ
た

文
教
経
済
常
任
委
員
会(
上
野
公
悦
委

員
長)

で
は
、
安
定
経
営
に
つ
な
が
る

可
能
性
の
あ
る
今
回
の
経
過
に
歓
迎
の

声
が
出
さ
れ
た
一
方
で
、
責
任
を
持
っ

た
航
路
の
維
持
が
図
ら
れ
る
の
か
、
ま

た
海
上
国
道
で
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
て

国
や
県
の
責
任
は
ど
う
果
た
さ
れ
る
の

か
と
い
っ
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
ま
し

た
。 

 

佐
渡
汽
船
は
、
戦
前
か
ら
の
長
い

間
、
県
が
最
大
株
主
と
し
て
半
官
半
民

で
設
立
さ
れ
た
日
本
最
初
の
第
三
セ
ク

タ
ー
企
業
で
す
。
と
こ
ろ
が
、
今
回
の

㈱
み
ち
の
り
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
の
出

資
に
よ
り
、
県
の
出
資
比
率
は
35
％

あ
ま
り
か
ら
約
10
％
に
低
下
し
、
影

響
力
は
大
き
く
下
が
り
ま
す
。
そ
の
こ

と
で
、
公
共
交
通
と
し
て
の
責
任
が
十

分
に
果
た
さ
れ
る
の
か
と
い
う
点
が
問

わ
れ
ま
す
。 

 

同
社
は
、
今
回
の
措
置
で
東
証
ジ
ャ

ス
ダ
ッ
ク
の
上
場
が
廃
止
に
な
り
ま

す
。
上
場
廃
止
の
際
に
は
、
Ｔ
Ｏ
Ｂ

(

株
式
公
開
買
い
付
け)

を
実
施
し
、
公

表
時
の
株
価
よ
り
も
高
値
で
買
い
取
る

の
が
普
通
と
の
こ
と
で
す
が
、
報
道
に

よ
る
と
、
同
社
は
発
表
前
営
業
日
に
１

株
あ
た
り
２
０
２
円
だ
っ
た
同
社
株
を

わ
ず
か
30
円
で
引
き
取
る
と
表
明
し

た
と
の
こ
と
で
す
。
い
か
に
債
務
超
過

の
も
と
で
あ
る
に
し
て
も
、
こ
れ
で
は

少
数
株
主
は
た
ま
り
ま
せ
ん
。
経
営
に

大
き
な
影
響
力
を
持
つ
大
株
主
の
意
向

の
み
で
こ
う
し
た
こ
と
が
進
め
ら
れ
る

と
、
利
益
追
求
の
た
め
に
は
不
採
算
航

路
は
切
り
捨
て
る
と
い
う
企
業
論
理
の

経
営
に
な
り
か
ね
な
い
の
で
は
な
い
か

と
心
配
さ
れ
ま

す
。 

 

委
員
会
で
指

摘
が
あ
っ
た
よ

う
に
、
国
道
を

通
る
重
要
な
公

共

交

通

と

し

て
、
国
な
ど
が

経
営
に
も
責
任

を
持
つ
仕
組
み

を
ど
う
つ
く
っ

て
い
く
の
か
が

問
わ
れ
ま
す
。  

 
 

Ｎｏ.７４１  ２０２２年２月２０日 
 

連 橋爪 法一 (吉川区代石) 
絡 上野 公悦 ( ) 
先 平良木哲也 (上中田(金谷区)) 

 ７日午後行われた総務常任委員会(橋爪法一議員所

属)で、この間集中した議論が行われている｢地域協議

会のあり方｣の委員間討議が行われました。 

 この席で、委員会の閉会を宣言した直後、委員長が

傍聴席に向かって、｢傍聴のみなさんご苦労様です。

せっかくの機会ですので、皆さんの方でご意見があり

ましたら、お２人ほど発言していただけませんか｣と

呼びかけました。 

 これに応えて、傍聴者の１人が手をあげ、地域活動

支援事業の審査の実態や、地区別の地域協議会正副会

長会議の必要性などについて発言しました。 

 委員会閉会後ではありましたが、委員会室で傍聴者

が審議内容に触れた発言をしたのは上越市議会の歴史

で初めてのことです。このように議会審議の場で市民

の声を直接聞くことは、議会改革の大きな一つではな

いでしょうか。  

検査等実施件数 (2月11日現在) 

検査実施件数 23,306件(前週+512 前々週+1252) 
   陽性件数      884件(前週+115 前々週+ 224) 

抗原検査実施件数 10,629件(前週+815 前々週+1655) 
   陽性件数       201件(前週+ 83 前々週+ 125) 

上越市内陽性件数     791件(前週+147 前々週+ 265) 


